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鼓
案
第
二
十
六
　
号

三
朝
町
農
業
共
済
条
例
の
｢
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
か
皇
扇
町
鼻
薬
共
済
条
例
の
蒜
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
1
て
､
地
方
自
給
法
蒜
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
)
韻
九
十
六
条
讐
項
の
讐
化
に
ょ
カ
,
本
議
会
の
領
決
を
求
め
鳶

昭
耕
四
十
七
年
三
月
　
十
　
l
　
日

昭
和
四
持
主
葺
冶
<
t
P
　
唐
黍
可
渡

出

雅

一

/

己

三
朝
町
敦
愛
敬
長
牧
田
頑
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昭
和
躍
十
七
年
三
朝
町
条
例
第
　
　
　
号

三
朝
町
農
業
共
済
条
例
の
T
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
産
業
共
済
条
例
(
昭
和
三
十
九
年
三
朝
町
条
例
第
十
一
号
)
の
二
部
を
次
の
ェ
う
に
改
正
す
る
｡

I

日
次
中
｢
特
別
き
よ
出
金
等
｣
を
｢
き
よ
出
金
の
払
1
も
ど
し
｣
に
､
｢
弟
首
十
二
条
･
第
首
十
三
空

を
r
第
首
十
二
条
-
窮
百
十
四
条
｣
に
改
め
る
.

第
三
集
空
軍
空
言
中
r
及
び
夏
秋
糞
背
｣
を
｢
､
初
秋
垂
誠
及
び
晩
秋
義
空
に
'
｢
噴
火
に
ょ
る

～

災
害
及
ぶ
病
虫
至
を
｢
噴
火
に
よ
る
炎
暑
,
火
災
,
病
虫
害
及
び
獣
宰
｣
に
改
め
る
.

第
十
六
条
警
一
項
中
r
他
の
市
町
村
の
長
又
紘
警
察
官
の
′
証
明
書
｣
を
｢
響
察
官
の
証
明
菅
又
誓
十
誓
卜

準
す
る
書
類
｣
に
改
め
る
｡

警
手
二
条
撃
表
中
r
空
手
二
条
第
三
項
｣
を
｢
第
三
十
三
条
讃
二
項
｣
に
改
め
る
｡

竺
十
七
条
警
項
中
｢
共
済
金
を
合
計
し
て
得
た
金
額
･
{
以
↑
こ
の
条
に
お
S
て
｢
合
計
其
誓
言
｣

と
3
う
〇
二
を
r
共
済
金
額
｣
に
｢
合
計
共
済
金
警
告
｢
当
弦
共
済
金
額
｣
に
改
め
る
0

警
!
+
二
条
讐
表
中
｢
法
第
盲
九
条
務
田
讐
ヰ
r
法
第
百
九
条
窮
玉
顔
｣
に
改
め
る
｡

き
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鼻
三
十
七
集
第
二
号
を
T
二
　
初
秋
垂
井
　
0
､
五
籍
｣
托
改
め
､
同
条
に
次
の
二
万
を
加
え
る
｡

羊
　
晩
秋
糞
脊
　
0
'
五
箱

撃
二
十
八
条
弟
一
項
や
r
又
は
夏
秋
泰
望
む
｢
､
初
秋
貴
簡
叉
は
晩
埜
煮
空
に
改
め
る
｡

第
三
十
九
条
窮
一
項
及
び
妨
二
項
中
｢
又
は
夏
秋
喪
繭
｣
を
｢
､
初
･
秋
責
由
又
は
晩
秋
義
盛
｣
に
改
め
る
0

I

煮
四
十
粂
第
-
項
中
｢
及
び
貰
秋
東
南
｣
を
｢
､
初
秋
東
成
及
び
晩
秋
東
商
｣
に
改
め
､
同
条
第
二
項
中

r
又
は
貰
秋
義
歯
｣
を
｢
､
初
秋
垂
蔚
叉
は
晩
秋
責
頗
｣
に
改
め
る
o

封
四
十
7
条
爵
i
顔
中
　
｢
又
は
夏
秋
東
南
｣
を
｢
､
初
秋
虫
歯
又
は
晩
秋
義
歯
｣
に
改
め
る
o

賂
四
十
二
集
中
r
夏
秋
重
箱
｣
を
｢
初
秋
義
歯
に
つ
い
て
は
秦
の
発
芽
期
か
ら
初
秋
垂
宙
の
峡
歯
を
す
る

に
至
る
･
P
で
の
期
間
'
晩
秋
糞
餅
｣
に
改
め
る
0

諸
相
十
三
粂
革
t
項
第
二
号
を
｢
二
　
初
秋
垂
磁
　
六
月
十
日
｣
に
改
め
'
同
項
に
次
の
T
号
を
加
え
る
｡

三

　

晩

秋

垂

肖

　

　

七

月

十

日

戎
四
十
五
条
第
二
号
を
｢
二
　
初
秋
華
嫡
八
月
十
日
｣
に
改
め
､
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
｡

三
　
晩
秋
垂
題
　
九
月
三
十
日

第
四
十
九
条
第
四
項
中
r
法
第
首
九
条
第
四
境
｣
を
r
法
第
官
九
条
第
五
項
J
K
改
め
る
｡

こ
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l
l

窮
五
十
四
条
竺
項
中
｢
牛
を
S
う
｡
｣
の
↑
忙
｢
･
i
i
下
同
じ
B
J
を
加
え
る
q

空
ハ
十
九
条
竺
項
竺
号
中
｢
午
又
は
馬
に
係
る
｣
を
削
わ
i
｢
か
ら
l
こ
を
｢
か
ら
二
に
改
め

同
号
イ
中
｢
三
十
頭
以
上
｣
を
｢
芋
廟
望
｣
k
!
,
｢
=
を
｢
ハ
｣
に
､
｢
及
+
,
 
･
･
 
1
)
家
畜
共
済
加
入
者

が
周
覧
き
支
払
う
べ
き
も
の
に
雲
て
托
､
｣
を
｢
､
肉
絹
牛
で
竺
条
警
項
竺
号
に
絡
げ
る
牛

で
あ
る
も
の
の
当
票
済
掛
金
期
間
の
月
給
の
時
に
お
け
る
飼
撃
端
数
が
-
-
上
で
豊
富
共
済

加
入
者
が
肉
用
牛
に
つ
き
支
払
う
べ
き
も
の
及
び
家
-
済
加
入
恵
が
馬
に
つ
豊
払
三
尊
も
の
に
あ

っ
て
実
演
掛
金
雲
分
の
二
,
家
畜
共
済
f
.
<
者
が
横
隊
に
つ
き
支
払
う
べ
-
の
芸
つ
モ
竺
｣

富
め
､
誓
ロ
を
削
り
､
同
号
ハ
中
二
ハ
頭
以
-
十
九
頭
以
↑
｣
を
｢
三
-
表
十
九
雷
撃
｣
に
､
r
(

-
蒜
規
定
す
る
も
の
塞
く
｡
)
｣
を
｢
(
ハ
把
魂
定
す
る
も
の
を
除
-
｡
)
及
び
肉
用
牛
で
聖
素
第
蒜

∫

空
言
掲
げ
る
牛
で
あ
る
も
の
の
当
望
蒜
慧
蒜
問
の
開
始
の
時
に
-
7
重
器
数
が
言
九
頭

以
下
で
雷
象
票
済
加
入
者
が
肉
-
把
つ
-
払
う
べ
き
も
の
｣
に
-
､
同
ハ
壷
同
号
ロ
と
し
､

向
号
こ
右
｢
十
告
三
｣
.
を
｢
三
分
の
二
に
改
め
,
同
-
南
雲
と
し
珂
讐
三
号
中
｢
車
叉
は
属

＼

に
係
る
｣
を
削
空
｢
共
済
霊
の
う
ち
死
亡
及
び
娼
-
よ
る
損
青
に
対
応
す
-
分
の
二
分
d
l
L

を
｢
､
牛
叉
鷺
に
讐
も
の
聖
等
-
-
告
-
の
二
､
-
柊
係
る
も
の
に
つ
､
等
竺

(

ni､
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･

分
の
こ
に
改
め
､
同
項
第
三
号
を
剛
か
､
同
条
軍
二
項
中
｢
牛
又
は
膚
に
つ
わ
て
の
｣
及
び
｢
 
■
'
種
豚

に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
虜
三
号
｣
を
酌
む
､
 
､
同
項
第
1
号
中
｢
及
び
第
三
号
y
J
で
｣
を
削
り
､
"
r
l
こ

を
｢
ハ
｣
に
改
め
'
同
項
第
二
号
中
｢
共
済
掛
金
の
う
ち
死
亡
及
び
虜
用
に
ょ
る
損
害
に
対
応
す
る
溺
A
･
L

の
二
分
の
f
 
L
を
｢
乍
叉
は
馬
に
係
る
も
の
に
つ
S
て
は
共
済
掛
金
の
三
分
の
二
に
改
め
､
同
項
霧
三

号
を
削
る
｡

｢
第
四
章
　
特
別
き
よ
出
強
等
】
恕
｢
繕
四
牽
　
き
よ
損
金
の
払
い
も
ど
し
｣
に
改
め
る
｡

第
九
十
九
条
を
次
Q
よ
う
に
改
め
る
｡

劣
れ
十
九
条
　
剖
検

第
育
条
中
｢
又
は
当
鞍
廃
業
共
済
組
合
若
し
-
は
'
こ
の
.
町
に
納
付
し
た
特
別
き
よ
出
金
｣
を
削
る
0

粛
百
十
三
条
を
第
首
十
四
条
と
し
､
第
首
十
■
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
｡

(
新
規
絹
田
地
等
に
つ
い
て
の
特
例
)

第
百
十
三
条
r
L
昭
和
四
十
七
年
四
月
丁
目
以
後
に
そ
の
造
成
が
完
了
し
た
耕
地
又
は
そ
の
日
に
お
い
て
F
f

に
耕
地
で
あ
る
土
地
で
あ
っ
て
､
そ
の
日
前
三
年
間
匠
か
S
で
水
稲
の
耕
作
が
行
夜
わ
れ
た
こ
と
の
,
:

い
も
の
(
以
下
｢
新
規
開
甲
地
等
｣
と
い
う
｡
)
.
に
お
い
､
て
行
恋
う
水
稲
の
顔
作
は
､
第
二
十
発
露
‥

R
L
..

,

　

l

･

こ

/
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吋

凍
琴
l
号
'
第
二
十
l
条
第
7
項
及
び
粛
二
十
.
7
7
7
兵
務
7
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
S
て
は
､
そ
の
耕
作
･

を
行
な
う
者
の
凍
稲
の
額
作
の
業
務
に
含
ま
れ
を
S
も
の
と
す
る
｡
た
だ
し
'
鳥
取
展
知
番
が
へ
そ
の

者
が
当
軟
耕
地
を
永
帝
の
耕
作
の
呂
的
把
供
す
る
こ
と
灯
つ
垂
.
T
次
'
把
掲
げ
る
事
由
が
存
す
る
も
の
と

溜
め
て
指
定
し
た
新
規
閑
;
z
i
r
=
地
等
把
か
S
て
行
夜
う
水
稲
の
耕
作
に
つ
い
て
は
こ
の
限
少
で
を
S
｡

T
･
水
稲
の
耕
作
の
目
的
に
底
す
る
た
め
､
臥
介
助
埠
を
受
け
て
遺
成
さ
れ
た
新
規
開
田
地
等
(
昭
和

g
E
十
四
年
長
月
三
十
一
日
以
前
に
そ
の
造
成
が
完
了
し
た
も
の
を
除
-
ら
)
に
か
S
で
､
水
稲
の
耕

作
を
行
な
う
･
J
f
と
を
つ
た
こ
と
｡

ニ
'
米
穀
の
生
優
り
転
摸
又
は
休
止
を
図
る
た
め
の
硯
の
施
栄
が
実
滴
さ
れ
た
た
め
へ
永
稲
の
耕
作
を
.
汁

♪5ニ

行
な
わ
な
か
っ
た
こ
A
J
に
よ
か
法
第
空
皿
十
条
の
二
第
一
項
撃
毒
に
掲
げ
る
耕
地
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
っ
た
耕
地
把
か
い
て
'
水
桶
の
耕
作
を
行
を
う
こ
と
と
怒
っ
た
と
と
0

｢

呈
､
水
稲
の
耕
作
を
行
を
う
耕
地
　
(
新
規
開
田
地
等
を
除
く
.
以
号
に
か
S
て
同
じ
｡
)
　
が
土
地
収
用

法
(
昭
和
二
十
三
年
駐
韓
窮
二
百
十
九
号
)
撃
二
象
に
規
定
す
る
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
を

っ
た
場
合
把
か
仏
で
､
当
落
耕
地
に
㈹
ぇ
て
新
規
鰐
田
地
尊
に
東
S
で
瀧
稲
の
耕
作
を
行
な
う
こ
と

と
を
つ
準
こ
と
｡

染
,
メ
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a
J
　
水
稲
の
耕
作
を
行
な
う
耕
地
が
耕
土
の
流
聖
土
砂
の
雅
人
､
盤
役
等
の
災
害
に
ょ
少
蔵
等
を
受
′

け
た
こ
と
､
そ
の
他
や
む
を
え
を
S
事
由
把
よ
り
耕
地
を
水
稲
の
戯
作
の
目
的
に
供
さ
を
い
こ
と
と

な
う
た
場
合
に
か
い
て
'
遠
謀
耕
地
に
代
え
て
新
規
開
田
地
等
に
か
S
て
水
稲
の
癖
棒
を
行
を
う
こ
…

と

と

凍

っ

た

A

J

と

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

等
　
そ
の
他
前
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
.
こ
と
8

空
言
条
又
は
第
二
十
1
条
撃
二
項
の
場
合
打
か
S
て
､
こ
れ
ら
の
規
定
妊
よ
わ
､
こ
の
町
と
の
聞

把
農
作
物
共
済
の
共
済
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
者
の
薮
層
と
す
る
耕
地
に
係
る
奴
稲
の
う
ち
に

･
新
規
開
田
地
等
(
前
項
た
だ
し
昔
ノ
9
規
定
に
よ
る
賂
定
を
痩
け
た
奄
の
む
除
Y
｡
以
下
と
の
項
に
か
い

て
同
じ
｡
)
･
把
お
い
て
耕
作
さ
れ
る
も
の
が
あ
少
､
立
は
そ
の
者
ゐ
業
務
と
す
る
耕
作
匡
依
る
水
稲
の

/

チ
.
(
て
が
新
規
開
田
地
等
収
か
S
で
耕
作
さ
れ
る
も
の
で
争
r
g
と
さ
は
'
当
鼓
水
稲
に
つ
S
て
誓
そ

の
者
と
こ
の
町
i
J
の
由
に
農
作
物
共
済
の
共
済
関
係
は
､
存
じ
な
S
も
の
と
す
る
0

＼

､
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別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
Q

･
嘗
源
専
･
撃
戸
･
片
柴
･
下
谷

･
山
田
･
坂
本
･
余
戸
･
今
泉

加
谷
･
久
原
･
横
手
p
･
西
小
浦

箱
当
た
か

共
済
金
額

I

-

･

･

l

T

l

i

　

-

　

･

-

.
一
〇
､
0
0
0
　
円

一
〇
㌧
0
0
0
　
円

小
河
内
･
東
小
鹿
･
大
潮
･
神
倉
･
砂
肝

銀
田

井
手
ノ
尿
･
赤
松
･
秀
賓
･
牧
･
栄
二
二
朝

･
恩
地
･
助
谷
･
俵
原
･
柿
谷
･
橋
本
･

下
西
谷
･
木
地
山
･
成

ー

　

　

　

-

　

　

･

1

1

-

　

~

　

-

　

　

-

　

-

-

　

-

　

-

-

-

I

I

-

･

-

　

　

I
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1
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1

･

■

-

l

1

-

-

I

l

l

-

-

･
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一

l

■

+

l

'

■

･

l

l

l

一

l

ぎ

_

■

_

_

_

下
西
谷

ノ
原
･
久
原
･
横
手
･
奉
賀
･
神
倉
･
ム
還
･
…L

俵
原
･
下
谷
･
太
郎
田

1-7･.･l･:A.I:'･･･ ll. '1

二
3
'
0
0
0
　
円

一
〇
､
0
0
0
　
円

T
O
､
･
j
C
)
0
　
円

屑
嚢
i
薫
r
I
.
Y
h

軍
　
!
担
㌍
耶

-

･

-

　

･

,

･

-

十

l

l

,

-

,

A
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附
鎖
窮
f
中
｢
鼻
作
物
通
常
標
準
額
青
審
｣
を
｢
農
作
物
通
常
共
済
掛
金
基
準
番
〈
水
稲
)
｣
に
改
め
る
o
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､

1
･
こ
の
条
例
誓
昭
和
四
十
七
年
四
月
言
か
ら
施
行
す
る
O
た
だ
し
,
第
二
義
竺
項
､
警
手
二
条

弟
三
十
七
条
窮
1
萌
､
第
三
十
八
条
窮
f
項
'
窮
三
十
九
条
'
東
四
十
粂
第
7
項
及
び
警
1
項
'
薦

四
+
f
条
寮
f
碩
'
第
掴
十
二
条
へ
第
四
十
三
条
第
一
項
､
第
四
十
五
条
並
び
に
第
四
十
九
条
窮
四
賃
の

改
正
に
係
る
部
分
の
規
定
は
､
鳥
取
県
知
■
事
の
認
可
の
あ
っ
た
白
か
ら
施
行
し
､
昭
和
四
十
七
年
二
月
1

ヽ

日
か
ら
適
用
す
る
｡

ヽ

　

■

〉
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改
正
後
の
条
例
(
以
下
｢
新
条
例
｣
と
い
う
｡
)
警
手
二
条
整
議
､
警
手
七
条
竺
頚
及
ゼ

警
7
+
二
条
の
規
定
聖
水
稀
及
び
陸
稲
に
つ
い
て
は
､
昭
和
四
十
七
年
産
の
も
の
か
ら
へ
ま
に
づ
S

て
は
昭
和
四
十
八
年
産
の
も
の
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
,
昭
和
四
十
六
年
以
前
の
年
産
の
水
稲
及
び

遵
緒
並
び
把
唱
和
甲
十
七
年
以
南
の
年
確
の
溝
に
つ
い
て
は
､
を
か
壷
正
前
の
紫
例
(
以
下
｢
旧
条
例
｣

と
h
う
○
)
璽
一
十
二
条
第
二
項
､
第
二
十
七
条
竺
項
及
び
璽
二
十
二
条
の
規
定
の
例
に
ょ
る
｡

1
　
新
条
例
璽
二
条
竺
･
6
､
%
1
1
享
七
条
警
項
,
璽
二
十
八
乗
警
項
1
望
+
九
条
､
莞
十
条
第

一
碩
及
び
警
蒜
･
第
蛸
十
一
条
竺
項
､
筋
四
十
二
条
､
第
四
十
三
条
竺
韻
､
第
四
十
五
条
並
び

′

に
窮
p
q
十
九
条
窮
四
項
の
規
定
紘
昭
和
四
十
七
年
速
の
責
議
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
､
昭
和
四
十
六

∫

年
以
軌
の
年
産
の
重
商
に
つ
い
て
は
､
な
お
旧
条
例
第
三
条
竺
項
､
第
j
二
十
七
粂
竺
凍
､
第
三
十

八
粂
竺
讐
第
三
十
九
条
､
第
警
乗
窮
表
及
び
-
項
､
第
-
妄
竺
項
､
第
賢
二
条
､

第
g
i
十
三
条
竺
項
､
第
四
十
五
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
四
項
の
規
程
の
例
に
ょ
る
･
 
0

《
　
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
開
始
し
､
こ
の
条
例
の
施
行
後
に
な
お
そ
の
期
間
が
窺
存
し
て
i
る
共
済
掛

･
金
朗
唱
拓
係
る
家
育
芸
に
-
-
入
者
負
轟
共
済
掛
金
-
い
て
は
,
-
従
前
の
例
に
ょ
ノ
る
.
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J
　
農
業
炎
等
禰
債
法
及
び
虚
業
共
済
基
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十

九
号
)
に
よ
る
改
正
前
9
廃
業
共
済
基
金
法
(
昭
和
二
十
七
年
法
律
講
二
軍
毒
)
第
四
十
七
条
撃
!

項
の
規
定
に
よ
か
納
付
書
れ
た
特
別
き
よ
出
金
は
､
新
条
例
讐
目
角
の
規
鹿
の
通
用
灯
つ
S
て
結
､
虚

業
共
済
基
金
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
上
か
納
付
さ
れ
た
き
よ
出
金
と
み
表
す
｡


